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                                             2025 年 10 月 14 日 

株式会社 DAC ホールディングス  

 

一般社団法人 DAC 未来サポート文化事業団は、10 月 7 日（火）に原宿 AIA 高等学院（渋谷区神宮前・福田

健志朗学院長）で、特別授業「DAC セブンサミッツ冒険教室」を実施いたしました。 

 

■DAC セブンサミッツ冒険教室とは 

世界７大陸でそれぞれ最も高い山「セブンサミッツ」に登頂した広告会社・DAC グループの社員が行う出前教室です。当グル

ープでは創立 50 周年記念事業の一環として、社員計 28 人がリレー形式で各大陸の最高峰を目指すプロジェクトが実施さ

れました。 

この「冒険教室」は、その時の経験を子どもたちに伝え、冒険を疑似体験してもらうことで「挑戦する心」や「仲間の大切さ」につ

いて考えてもらうものです。 

 

■原宿 AIA 高等学院 

学校法人青池学園が運営する通信制高校連携校（オルタナティブスクール）。“全員留学”を目標に、世界各地への留学

体制が整っていることが特徴で、お笑い芸人や小説家、起業家など、実績のある講師陣によるプロジェクト学習も充実していま

す。学校 HP:https://harajuku-aia.com/ 

 

■実施概要 

日時：2025 年 10 月 7 日（火）14:00～15:30 

場所：原宿 AIA 高等学院 校内 

     渋谷区神宮前六丁目 18 番 12 号 E-Harajuku 4 階 

参加者：高校生 4 人 

主催：DAC 未来サポート文化事業団 

内容： ・「セブンサミッツプロジェクト」を映像で紹介 

 ・社員による「エベレスト」「キリマンジャロ」登頂時の体験講話 

・防寒着や雪山用ブーツ、手袋や登山用ギアなど、実際に使った登山道具の使用体験 

・質疑応答  

 

＜当日の様子＞ 

 

 

 

 

 

 

エベレスト登頂者らが高校生に特別授業 

原宿 AIA 高等学院で 10/7（火）開催 

←実際に使ったロープを見せながら、「ここを命綱とつなぎます」など、

具体的な説明をしました。 

生徒からは「登山道具をこれから買うといくらかかりますか？」といっ

た現実的な質問も寄せられました。 
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＜当日の講師＞ 

向井 裕美子 

株式会社デイリー・インフォメーションに経理部長として勤務。 

「アフリカが好き」という動機で「DAC セブンサミッツプロジェクト」に志願し、同プロジェクト第一弾のアフリカ

大陸最高峰のキリマンジャロ（5,895 メートル）に、他の女性社員 5 人とともに登頂。 

 

伊藤 孝浩 

学生時代に同プロジェクトを知り、登山未経験ながら「エベレストに登りたい」と DAC グループに入社。2

年以上に及ぶトレーニングを経て 2018 年、世界最高峰のエベレスト（8,849 メートル）に社員 2 人

とともに登頂。普段は株式会社デイリースポーツ案内広告社でコピーライターとして働いている。 

 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

■DAC 未来サポート文化事業団  

広告会社 DAC グループの企業理念を基盤とし、青少年の未来に向けた社会貢献活動を行う 

2013 年設立の一般社団法人。文部科学省後援の全国小中学生を対象とした「みらさぽ 絵画・作文コ

ンクール」や、親子向けのワークショップ等を行っている。 

URL： https://miraisupport.or.jp/ 

■DAC グループ  

東京都台東区に本部を置く広告会社。北海道から沖縄まで全国 14 都市に拠点を持ち、総合広告、観光広告、求人広告

やインバウンドプロモ―ションを手がけている。2015 年には北海道仁木町に複合型ワイナリー「NIKI Hills Winery」を設立

し、地域活性化事業にも積極的に取り組んでいる。社員数 903 人（2024 年 12 月） 

URL  ： https://www.dac-group.co.jp/ 

【本リリース・取材に関するお問い合わせ先】 

DAC 未来サポート文化事業団 広報：佐伯 

TEL：03-6860-3952 FAX：03-6860-3925 

MAIL：yukiko.saeki@dac-hd.co.jp 

←エベレスト登頂時に着用していた防寒着を実際に着てもらいました。 

「暑い！」「宇宙服みたい」と生徒たちのテンションも上がっていました 

重い服や靴を体感した生徒からは、「どこの部分の筋肉を使います

か？」といった質問があがりました。 

 

 

 

←「食事」「お風呂」「トイレ」など、山での日常の様子も写真を交えて

リアルに伝えました。「雪を集めて溶かして水を作る」「標高 5,000 メ

ートルで日本食が提供された」といった初めて聞く話に生徒たちは興

味津々でした。 

 

 

 

https://www.dac-group.co.jp/

